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お支払い
できる場合

責任開始時後に発生した交通事故によるケガで身体障害者
福祉法に定める２級の障がいに該当し、２級の身体障害者
手帳を交付された場合
１級、２級または３級の障がいに該当したことによって、身体障害者手
帳を交付されているので、障がい保険金をお支払いします。

お支払い
できない場合

責任開始時前に発生した交通事故によるケガで
身体障害者福祉法に定める４級の障がいに該当し、
４級の身体障害者手帳を交付された。
その後、責任開始時後に発病した疾病によって
４級の腎臓機能障がいに該当し、
３級の身体障害者手帳を交付された場合
一部の障がいの原因が責任開始時前であり、責任開始日後の障がいが
１級、２級または３級の障がいに該当しないため、障がい保険金をお支
払いできません。

●上記の例では、責任開始時前に発生した不慮の事故による傷害や発病した疾病によ
り、身体障害者福祉法に定める１級、２級または３級の障がいに該当し、それに対する
身体障害者手帳の交付があったときに障がい保険金をお支払いします。
●２つ以上の障がいによって１級、２級または３級以上の身体障害者手帳の交付があった
ときには、障がい保険金のお支払いの対象となります。ただし、一部の障がいの原因が
責任開始時前に発生した場合や免責事由に該当した場合で、それ以外の障がいが１級、
２級または３級の障がいに該当しないときは、障がい保険金をお支払いできません。

解 説

身体障害者手帳の交付を受けた場合
【障がい保険金】16
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お支払い
できる場合

公的介護保険制度に基づく要介護３の
認定を受けた場合

公的介護保険制度に基づく要介護２以上に認定されているため、介護
保障保険金をお支払いします。

お支払い
できる場合

常時寝たきりで、衣服着脱や入浴、食物の摂取が
自分ではできず、他人の介護を要する状態が
180日以上継続した場合
約款に定める所定の要介護状態に該当するため、介護保障保険金をお
支払いします。

入浴や食物摂取は自分でできるが、掃除などの日常生活の
一部に支援が必要で、公的介護保険制度に
基づく要支援２の認定を受けた場合
公的介護保険制度に基づく要介護２以上の状態、または約款に定める
所定の要介護状態に該当しないため、介護保障保険金をお支払いでき
ません。

お支払い
できない場合

●介護保障特約０１６では公的介護保険制度に基づく要介護２以上の認定を受けたと
き、または約款で定める所定の要介護状態になられたときに介護保障保険金をお支払
いします。
●所定の要介護状態の詳細は約款をご確認ください。

解 説

●「段階給付型介護保障特約０１６」や「介護生活サポート年金特約０１６」など、ご加入の
時期や特約によってお支払いの要件が異なりますので、詳しくは約款をご確認ください。

要介護認定を受けたまたは
所定の要介護状態になった場合
介護保障特約０１６の場合
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